
鋼橋技術研究会・防音構造研究部会

個別検討内容の報告（NQ2〉

§1．　題　目

§2．　日　時

§3．　発表者

§4．　概　要

　　　　　（1）

　　　　　（2）

§5．　意見等

「鉄道橋の騒音・振動」に関する文献のまとめ

昭和61年7月18日

寺田　宏之　　　〈櫻田機械工業（株）　技術部〉

昭和60年度の部会活動として行った騒音・振動に関する各種文献

の抄録作業の結果を鉄道橋に関してまとめ、その内容を検討した。

新幹線の騒音対策に関する流れを紹介する。

§6．　備　考
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鉄道橋の騒音・振動　に関する文献のまとめ

（担当者）　堤，　米倉，　矢野，　寺田

昭和60F年12月発行の文献抄録集（申閤結果）及び昭和58年から60年までのJ　l　C

STの中からキーワードに「鉄道橋」とある文献を収集した所総数89編になった。

これらの文献を発表年別に分けると表1の様になる。昭和47年に「環境保全上緊急を要

する新幹線鉄道騒音対策」が環境庁から運輸省に勧告されたが、その後から鉄道橋の騒音

・振動に関’する文献は多くなり昭和58年度にはピークの13文献が発表さ．れている。

また、同文献を他のキーワード別に分類すると鉄道橋の騒音に関する文献が約80％と一

番多く、振動に関するものは約42％である。この騒音・振動の問題に対して、実橋に対

策を施してその効果を調べるといった内容の文献が毎年発表されており、全文献の52％

を占めている。

これらの対策としては

　1．ゴム製バラストマットを敷いた有道床構造がよい

　2．防音壁、遮音壁、下部覆い工の設置

　3．桁部に制振ブロックの設置

　4．レールの重量化（60κ3／皿）

等が一番多く取り上げられている。また床組の縦横桁ウエフに消音板を使用したもの、模

型軌道の実験による密着枕木構造の対策効果、低騒音構造のホロースラブ桁（模型）の加

振実験等の文献も見られる。

これらの対策を施す前後の騒音振動の測定比較の他に、騒音振動の予測評価式を導いて実

測値と比較する解析・評価の文献、及び新幹線騒音対策の紹介、新幹線騒音・振動規制基

準の説明等の文献が見られるが、鋼鉄道橋の騒音・振動に関する文献は広い意味での対策

に対するものがほとんどである。
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業斤草孚吊泉の馬蚤音対策

国　の　騒　音　対　策 国　鉄　の　騒　音　対　策 対策の具体的内容
東海道新幹線建設に際し、各設備の基準は国鉄部内の「新幹線建設基準 東海道新幹線の高速走行に対する安全性、快適性の確保と、騒音対策として
調査委員会」で検討し、運輸大臣の特別承認により計画・建設した。 軌道、車両の対策と共に市街地高架区間はブロック型防音壁（H－1πし）を

設置し在来線なみに騒音をおさえる様に言1画されていた。

39．9 「東面道新幹線構造規則」（運輸省令）公布 39．10 東海道新幹線開業

40． 国鉄部内に「騒音対策研究会」を設置、騒音対策技術の開発に取り組む 新幹線建設の特殊事情

①高速走行（210㎞／h》の安全対策として高架構造の採用
②道路等交差部の大スパン化による鉄桁の採用

43，“ 「厚生大臣jが「生活環境審議会1に「畷音環境基準」設定を諮問 等により騒音が公害問題化

45．12 「生活環境奮謝会」は答中案を作成し答申 45 「全国新幹線鉄道整備法」公布・　　東北、上越はこれにより言1画・
建設された。

46．5．25 「騒音に係る環境塁準」が間議決定

（脇講灘　の騒音は閻欠的な特　り
16 「新幹線鉄道構造煩則」　（省令》に改正

　この条項の中には騒音レベルを貝体的に言及していない

46．7 「環境庁jを設置

46．9 「環境庁長官」が「中央公害対策薔議会」に「航空機、鉄道騒音対
策について当面の搭置を譜ずる場合の指釧」設定諮問

41．12 「中央公審」が「既存新幹線の当面の措置の指針」を答申 47 部外学識経験者を含めた「新幹線騒音・振動防止技術委員会」へ発展 騒音発生部位と音源別の分析及び有効な騒音対策として

47．12．20 「環境庁辰官』が「運輸大臣」に「環境保全上緊急を要する新幹線

黙難鵡の設置／等を逐次実施

鉄道騒音対策」について勧告

東海道新幹纏の対策状況（S58現在》

48．2 「運輸省」は「国鉄」に「上記対策』の必要な擶置を指示 舗鵬8鱗醗識謙撃稟戦甥粥愛5ホ
50．7．29 「環境庁」は「新幹線鉄道騒音に係る環境基準」を告示

山陽新幹線の対策

51．3 「新幹線鉄道騒音対策要綱」を閣議了解
　（音源対策、陣害防止対策）

51．12 「新幹線鉄道騒音振動障害防止対策処理要綱」を定め、家屋防音の標準

工法、陣害防止業務の処理方法の実施 ll叢難ll麟矯摩難
58．4．21 「中央公審』が「環境庁」に「今後の交通公害対策のあり方」答申

東北新幹線の対策

①防振型スラフ軌道の採用
②改良型パンタグラフ、ハンガー閻隔縮小架線の採用

③高架橋と一休コンクリート防音壁の採用
④］ンクリート逆L型防音壁の採用
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、 表ガ騒音試験実施概要

　騒音発生部位別対策誠験一架　線　各穫の対簾架線の開発，効果確認

　　『　　　　　　　　　　　　　一車　爾　各種の対策パソタグラフ，車体形状車輪構造の効果確認

　　　　　　　　．．　．　　一軌．道’各種の対策軌道の効果確認
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曹

　　　　　　　　　　　　　一吸遮音　各種の対策防音壁構造，吸音材の効果磧認

　　　『　　，　　　　　一構造物　形式別の騒音性状の確認

一騒音総合試験　　　　　　上記各種音源対策試験により効果の確認さポた対鍛のうち・当面実用性の高い

　　　　　　　　　　　　　ものを揖合わせた結合効果の嘩認

一音源解析試験　’　　　　騒音の往播特性，‘各種音源の寄与度等新幹線列車走行騒音の基本的性状の調査

　　　　　　　　　　　　　解析

一家屋防音工試験　　　　　対策工法の効果確認　　　　　　　　　　　　　＝　’　　　　　　　＼一

34


